
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
二
号

徳
島
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
二
月
二
十
一
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

香

川

征

徳
島
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
単
に
「
会
計
年
度
任
用
職

員
」
と
い
う
。
）
の
任
用
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
適
用
範
囲
）

第
二
条

こ
の
規
程
は
、
徳
島
県
病
院
局
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
適
用
す
る
。

（
職
の
区
分
及
び
職
務
の
内
容
）

第
三
条

会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
の
区
分
及
び
職
務
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

職

の

区

分

職

務

の

内

容

高
度
業
務

上
司
の
命
を
受
け
、
高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
で
あ

っ
て
、
重
要
施
策
又
は
重
要
事
業
の
推
進
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る

。

準
高
度
業
務

上
司
の
命
を
受
け
、
高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
に
従

事
す
る
。

専
門
業
務

上
司
の
命
を
受
け
、
専
門
的
な
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
に

従
事
す
る
。

医
療
助
手
業
務

上
司
の
命
を
受
け
、
医
療
分
野
に
関
す
る
助
手
業
務
に
従
事
す
る
。

一
般
業
務

上
司
の
命
を
受
け
、
業
務
に
従
事
す
る
。

補
助
業
務

上
司
の
命
を
受
け
、
補
助
的
な
業
務
に
従
事
す
る
。

医
師

上
司
の
命
を
受
け
、
医
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業

務
に
従
事
す
る
。

歯
科
医
師

上
司
の
命
を
受
け
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す

る
業
務
に
従
事
す
る
。

薬
剤
師

上
司
の
命
を
受
け
、
薬
剤
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る



業
務
に
従
事
す
る
。

管
理
栄
養
士

上
司
の
命
を
受
け
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と

す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

栄
養
士

上
司
の
命
を
受
け
、
栄
養
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る

業
務
に
従
事
す
る
。

診
療
放
射
線
技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必

要
と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験

を
必
要
と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

臨
床
検
査
技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要

と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

衛
生
検
査
技
師

上
司
の
命
を
受
け
、
衛
生
検
査
技
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要

と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

臨
床
工
学
技
士

上
司
の
命
を
受
け
、
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要

と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

理
学
療
法
士

上
司
の
命
を
受
け
、
理
学
療
法
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と

す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

作
業
療
法
士

上
司
の
命
を
受
け
、
作
業
療
法
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と

す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

視
能
訓
練
士

上
司
の
命
を
受
け
、
視
能
訓
練
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と

す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

言
語
聴
覚
士

上
司
の
命
を
受
け
、
言
語
聴
覚
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と

す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

歯
科
衛
生
士

上
司
の
命
を
受
け
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と

す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

心
理
療
法
業
務
従
事
者

上
司
の
命
を
受
け
、
心
理
療
法
業
務
従
事
者
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験

を
必
要
と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。



助
産
師

上
司
の
命
を
受
け
、
助
産
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る

業
務
に
従
事
す
る
。

看
護
師

上
司
の
命
を
受
け
、
看
護
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る

業
務
に
従
事
す
る
。

准
看
護
師

上
司
の
命
を
受
け
、
准
看
護
師
と
し
て
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す

る
業
務
に
従
事
す
る
。

技
能
労
務

上
司
の
命
を
受
け
、
技
能
労
務
に
従
事
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
特
に
必
要
と

認
め
る
業
務
に
従
事
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
の
区
分
及
び
職
務
の
内
容
は
、
別
に
定
め
る
。

（
任
用
）

第
四
条

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
八
年
徳
島
県
人
事
委
員
会

規
則
四
―
九
）
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
知
識
及
び
技

能
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
選
考
に
よ
り
管
理
者
が
任
命
す
る
。

２

会
計
年
度
任
用
職
員
の
選
考
は
、
口
述
考
査
に
よ
る
能
力
の
実
証
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
そ
の
他
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

３

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
の
手
続
は
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
。

４

選
考
は
、
公
募
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
公
募
に
よ
ら
な
い
こ

と
が
で
き
る
。

一

前
年
度
に
設
置
さ
れ
て
い
た
職
又
は
当
年
度
に
設
置
さ
れ
て
い
る
職
（
以
下
「
当
該
職
」
と
い
う

。
）
に
任
用
さ
れ
て
い
た
者
を
引
き
続
き
当
該
職
と
同
一
の
職
務
内
容
と
認
め
ら
れ
る
職
へ
の
任
用

の
選
考
の
対
象
と
す
る
場
合

二

職
の
性
質
か
ら
、
公
募
に
よ
り
難
い
と
管
理
者
が
認
め
る
場
合

６

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
公
募
に
よ
ら
な
い
任
用
は
、
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
四
回
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

は
二
回
を
上
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
と
管
理
者
が
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

７

第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
公
募
に
よ
ら
な
い
任
用
は
、
口
述
考
査
及
び
当
該
職
に
お
け
る
そ
の

者
の
勤
務
成
績
等
に
基
づ
く
能
力
の
実
証
の
結
果
が
良
好
で
あ
る
者
に
限
り
認
め
る
も
の
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
五
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

管
理
者
が
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら



施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
そ
の
他
こ
の
規
程
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
行
為
は
、
こ
の
規

程
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
経
過
措
置
）

３

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
の
職
及
び
非
常
勤
の
職
の
う
ち
、
施
行
後
に
引
き
続

き
当
該
職
と
同
一
の
職
務
内
容
と
認
め
ら
れ
る
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任

用
の
職
が
設
置
さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
制
度
移
行
対
象
職
」
と
い
う
。
）
は
、
第
四
条
第
五
項
第
一
号

に
規
定
す
る
前
年
度
に
設
置
さ
れ
て
い
た
職
と
み
な
す
。

４

制
度
移
行
対
象
職
に
任
用
さ
れ
て
い
る
職
員
が
、
第
四
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
公
募
に
よ

ら
な
い
任
用
に
よ
り
会
計
年
度
任
用
職
員
に
任
用
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
上
限
の

回
数
か
ら
、
制
度
移
行
対
象
職
と
し
て
任
用
さ
れ
た
回
数
を
減
じ
た
も
の
を
上
限
と
す
る
。


